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1） Watanabe O. et al. Nature 422, 509 - 512 
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2） Mem. Natl. Inst. Polar Res., Spec. Issue, 
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編 集 後 記
帰国直後の観測隊、そして極
夜を迎えた昭和基地の越冬隊
のみなさま、無粋な原稿依頼
に応えて頂きありがとうござ
います。おかげさまで最新の
話題をまとめることができま
した。 （橋田 元）
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マイクロパルスライダーから測定された散乱体からの信号光強度の高度
分布（ニーオルスン、2003年6月9日）。
南極資料 Vol.48 No.2には研
究ノート、小達らの海氷厚
と水中光量の経験的関係（英
文）、瀬野・本吉の岩石の定
量化学分析、小達らの植物
プランクトン細胞フラックス
（英文）、報告で神山の第43次
越冬報告、2編の研究集会報
告を掲載。Vol.48 No.3には研
究ノート、小達・福地のクロ
ロフィルaと硝酸塩濃度の時
間変化（英文）の他、宇都ら、
近刊紹介 牛尾らによるリュツォ・ホル
ム湾定着氷に関する２編、報
告で第43次隊の依田による
建築部門報告、青木らの「タ
ンガロア」海洋観測の2編、
渋谷のペネトレーターに関す
る報告、ワークショップ報告
を掲載。Vol.49 No.1には、第
44次隊の昭和（小島）とドー
ムふじ（大日方）の越冬報告、
山口らの第41次隊気象部門
報告、研究集会報告、ワーク
ショップ報告（英文）を掲載。
